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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成28年6月16日(2016.6.16)

【公表番号】特表2015-519282(P2015-519282A)
【公表日】平成27年7月9日(2015.7.9)
【年通号数】公開・登録公報2015-044
【出願番号】特願2015-507515(P2015-507515)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  39/40     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  37/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/40     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/035    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/63     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/89     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ   39/40     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   37/10     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   37/06     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   35/10     ３０１Ｊ
   Ｂ０１Ｊ   37/04     １０２　
   Ｂ０１Ｊ   29/40     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   29/035    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｃ  211/63     　　　　
   Ｂ０１Ｊ   29/89     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成28年4月21日(2016.4.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）１種以上のＹＯ２源と、構造規定剤としての１種以上のアルケニルトリアルキル
アンモニウムカチオンＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋含有化合物とを含む混合物を製造する工程と
、
　（２）ゼオライト材料を得るために、工程（１）で得た前記混合物を結晶化する工程と
、を含み、
　Ｙは四価元素であり、
　Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は互いに独立してｎ‐プロピルであり、Ｒ４は２‐プロペン‐１‐
イル又は１‐プロペン‐１‐イルである
　ＭＦＩ型骨格構造を持つゼオライト材料の製造方法。
【請求項２】
　工程（１）で用いる前記構造規定剤が、Ｎ-(２-プロペン-１-イル)-トリ-ｎ-プロピル
アンモニウムヒドロキシド及び／又はＮ-(１-プロペン-１-イル)-トリ-ｎ-プロピルアン
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モニウムヒドロキシドを含有する請求項１に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項３】
　工程（１）で製造する前記混合物は２種以上のＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋含有化合物を含有
し、当該２種以上の化合物のＲ４が互いに異なり、かつ、２-プロペン-１-イル及び１-プ
ロペン-１-イルである請求項１又は２に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項４】
　工程（１）で製造される前記混合物が、２種のＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋含有化合物を含有
し、当該化合物のうち、第１化合物（Ａ）のＲ４が末端鎖－ＣＨ＝ＣＨ２部分を持ち、第
２化合物（Ｂ）のＲ４が末端鎖部分‐ＣＨ３持つ請求項３に記載のゼオライト材料の製造
方法。
【請求項５】
　前記化合物Ａ及びＢが、Ｒ４中の二重結合の位置に関して構造異性体であり、前記構造
異性体は、Ｎ-(２-プロペン-１-イル)-トリ-ｎ-プロピルアンモニウムヒドロキシドと、
Ｎ-(１-プロペン-１-イル)-トリ-ｎ-プロピルアンモニウムヒドロキシドである請求項４
に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項６】
　Ｙは、Ｓｉ、Ｓｎ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｇｅ及びこれらの２種以上の混合物からなる群より選
択される請求項１～５のいずれか１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項７】
　１種以上のＹＯ２源が、ヒュームドシリカ、シリカヒドロゾル、反応性アモルファス固
体シリカ、シリカゲル、ケイ酸、水ガラス、メタケイ酸ナトリウム水和物、セスキシリケ
ート、ジシリケート、コロイダルシリカ、焼成シリカ、ケイ酸エステル及びこれら２種以
上の混合物からなる群より選択される１種以上の化合物を含有する請求項１～６のいずれ
か１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項８】
　工程（１）で製造される前記混合物が、更に、１種以上のＸ２Ｏ３源を含み、Ｘは三価
元素である請求項１～７のいずれか１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項９】
　Ｘは、Ａｌ、Ｂ、Ｉｎ、Ｇａ及びこれらの２種以上の混合物から選択される請求項８に
記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１０】
　１種以上のＸ２Ｏ３源は、アルミニウム、アルミニウムアルコキシド、アルミナ及び／
又は１種以上のアルミネートからなる群より選択される１種以上の化合物を含有する請求
項８又は９に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１１】
　工程（１）に係る前記混合物のＹＯ２：Ｘ２Ｏ３モル比が、０．５以上５００以下の範
囲である請求項８～１０のいずれか１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１２】
　工程（１）で製造される前記混合物が、Ｘ２Ｏ３源（Ｘは三価元素である）を含まない
請求項１～７のいずれか１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１３】
　工程（１）に係る前記混合物が、１種以上の溶媒を更に含有する請求項１～１２のいず
れか１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１４】
　工程（１）に係る前記混合物のＨ２Ｏ：ＹＯ２モル比が、３以上１００以下の範囲であ
る請求項１３に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１５】
　工程（１）により製造される前記混合物中、１種以上のアルケニルトリアルキルアンモ
ニウムカチオンＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋：ＹＯ２のモル比が、０．０１以上５以下の範囲で
ある請求項１～１４のいずれか１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
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【請求項１６】
　工程（１）に係る前記混合物が、ゼオライト骨格構造中のＹ原子及び／又はＸ原子の少
なくとも一部の同形置換に適した１種以上の元素の１種以上の源を更に有する請求項１～
１５のいずれか１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１７】
　同形置換用の１種以上の前記源が１種以上のチタニア前駆体化合物を含有する請求項１
６に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１８】
　ＹＯ２の、ゼオライト骨格構造中のＹ原子及び／又はＸ原子の少なくとも一部の同形置
換に適した１種以上の前記元素に対する比が、１以上３００以下の範囲である請求項１６
又は１７のゼオライト材料の製造方法。
【請求項１９】
　工程（２）での結晶化が、前記混合物を加熱する工程を含む請求項１～１８のいずれか
１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項２０】
　工程（２）での結晶化が、ソルボサーマル条件下で行われる請求項１９に記載のゼオラ
イト材料の製造方法。
【請求項２１】
　工程（２）での結晶化が、前記混合物を、５時間以上１２０時間以下の範囲の期間で加
熱する工程を含む請求項１９又は２０に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項２２】
　工程（２）での前記結晶化が、前記混合物を動かす工程を含む請求項１～２１のいずれ
か１項に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項２３】
　下記工程：
　（３）好ましくはろ過により、ゼオライト材料を分離する工程、及び／又は、
　（４）ゼオライト材料を洗浄する工程、及び／又は、
　（５）ゼオライト材料を乾燥する工程、及び／又は、
　（６）ゼオライト材料にイオン交換処置を施す工程、
のうち、１以上の工程を更に含み、
　工程（３）及び／又は工程（４）及び／又は工程（５)及び／又は工程（６）は、いか
なる順番で行うことも可能である請求項１～２２のいずれか１項に記載のゼオライト材料
の製造方法。
【請求項２４】
　少なくとも１回の工程（６）で、ゼオライト骨格中に含まれる１種以上のイオン性非骨
格元素をイオン交換する請求項２３に記載のゼオライト材料の製造方法。
【請求項２５】
　請求項１～２４のいずれか１項により製造可能な及び／又は製造されたＭＦＩ型骨格構
造を持つ合成ゼオライト材料。 
【請求項２６】
　ＹＯ２を含有し、任意にＸ２Ｏ３を含む請求項２５に記載の合成ゼオライト材料であっ
て、
　Ｙは四価元素であり、Ｘは三価元素であり、
　前記材料は、少なくとも下記反射を含むＸ線回折パターンを持ち、
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【表１】

　粉末Ｘ線回折パターン中の最大ピークの強度を１００％とする合成ゼオライト材料。
【請求項２７】
　ゼオライト材料の２９Ｓｉ　ＭＡＳ　ＮＭＲが、
　－１１０．４ｐｐｍ以下－１１４．０ｐｐｍ以上の範囲の第１ピーク（Ｐ１）と、
　－１０１．４ｐｐｍ以下－１０６．８ｐｐｍ以上の範囲の第２ピーク（Ｐ２）と、を含
む請求項２６に記載のゼオライト材料。
【請求項２８】
　ゼオライト材料の２７Ａｌ　ＭＡＳ　ＮＭＲスペクトルが、
　５０．００ｐｐｍ以上５３．５０ｐｐｍ以下の範囲の第１ピーク（Ｐ’１）と、
　－０．５０ｐｐｍ以下－２．００ｐｐｍ以上の範囲の第２ピーク（Ｐ’２）と、を有す
る請求項２６又は２７に記載のゼオライト材料。
【請求項２９】
　ＹＯ２を含有し、任意にＸ２Ｏ３を含む、請求項２５に記載の合成ゼオライト材料であ
って、
　Ｙは四価元素であり、Ｘは三価元素であり、
　前記材料は、少なくとも下記反射を含むＸ線回折パターンを持ち、
【表２】

　粉末Ｘ線回折パターン中の最大ピークの強度を１００％とする合成ゼオライト材料。
【請求項３０】
　ゼオライト材料の２９Ｓｉ　ＭＡＳ ＮＭＲが、
　－１１０．４ｐｐｍ以下－１１４．０ｐｐｍ以上の範囲の第１ピーク（Ｐ’’１）と、
　－１００．２ｐｐｍ以下－１０４．２ｐｐｍ以上の範囲の第２ピーク（Ｐ’’２）と、
を含む請求項２９に記載のゼオライト材料。
【請求項３１】
　逆畳込２９Ｓｉ　ＭＡＳ　ＮＭＲスペクトルが、－１１３．２ｐｐｍ以下－１１５．２
ｐｐｍ以上の範囲に、１つの更なるピークを含む請求項２７又は３０に記載のゼオライト
材料。
【請求項３２】
　ＭＦＩ型骨格構造中のＹ原子及び／又はＸ原子の少なくとも一部が、１種以上の元素に
より同形置換された請求項２７～３１のいずれか１項に記載のゼオライト材料。
【請求項３３】



(5) JP 2015-519282 A5 2016.6.16

　ＹＯ２の前記１種以上の元素に対するモル比が、５以上１００以下の範囲にある請求項
３２に記載のゼオライト材料。
【請求項３４】
　ＹＯ２：Ｘ２Ｏ３モル比が、２以上２００以下の範囲にある請求項２６～３３のいずれ
か１項に記載のゼオライト材料。
【請求項３５】
　ゼオライト材料のＭＦＩ型骨格構造が、Ｘ２Ｏ３を含有しない請求項２６～３４のいず
れか１項に記載のゼオライト材料。
【請求項３６】
　Ｙが、Ｓｉ、Ｓｎ、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｇｅ及びこれら２種以上の混合物からなる群より選択
される請求項２６～３５のいずれか１項に記載のゼオライト材料。
【請求項３７】
　Ｘが、Ａｌ、Ｂ、Ｉｎ、Ｇａ及びこれら２種以上の混合物からなる群より選択される請
求項２６～３４、３６のいずれか１項に記載のゼオライト材料。
【請求項３８】
　ゼオライト材料が、イオン性非骨格元素として、１種以上のカチオン及び／またはカチ
オン元素を含有する請求項２６～３７のいずれか１項に記載のゼオライト材料。
【請求項３９】
　ＤＩＮ　６６１３５によるゼオライト材料のＢＥＴ表面積が、５０ｍ２／ｇ以上７００
ｍ２／ｇ以下の範囲である請求項２６～３８のいずれか１項に記載のゼオライト。
【請求項４０】
　アルケニルトリアルキルアンモニウムカチオンＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４Ｎ＋含有化合物を、Ｍ
ＦＩ型骨格構造を持つゼオライト材料の合成の構造規定剤として使用する方法であって、
　Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は互いに独立して、ｎ－プロピルであり、
　Ｒ４は、２‐プロペン‐１‐イル又は１‐プロペン‐１‐イル、好ましくは２‐プロペ
ン‐１‐イルである使用方法。
【請求項４１】
　分子ふるいとして、吸収剤として、イオン交換用に、触媒及び／又は触媒担体として使
用する請求項２５～３９のいずれか１項に記載のゼオライト材料を使用する使用方法。
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